広島女学院同窓会佐伯地区だより（第27号）　　　　　　　　　　　　　2013年5月15日発行
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	二〇一三年度を迎えて　地区長　内山豊子　
佐伯地区「あやめ会」の皆様、お変わりございませんか。今や二六〇〇余名にのぼる会員の方々それぞれが異なった状況のもと、それぞれの思いでこの時期を迎えておられることと存じます。幸せな家庭生活に満足しておられる方、幼い子育てに奮闘しておられる方、思春期を迎えた子どもの教育に悩んでおられる方、家族の病気の看護や両親の介護に身も心も疲れ果てておられる方、自分の健康に不安を抱えておられる方等々。私も自身の健康のこと以外は一通り体験してきたように思いますが、程度の差こそあれ、その渦中にある時の悩みは深刻です。今年度の聖句はそんな私達を力づけてくれると思います。私達女性は自分のことより、家族のことを優先する生き方を選んでいると思います。一番身近な家庭内の平安は大事なことです。が、時には、少し気持にゆとりを持たせ、その目を広く社会へと向かわせたいものです。与えてきた以上の恵みが、実は与えられていることに感謝しつつ・・・。
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	二○一二年度活動報告　　　　　　　　書記　小田毬恵
＊地区だより発送作業・・・五月九日　（十二名参加）
＊ボランテイア作業・・・「清鈴園」のお年寄りのための

下拭を縫う作業。奇数月（七、九、十一、一月）

参加者がやや減少気味ですが、時々全く新しい方が来てくださり、励まされています。

＊地区会・・・三月二十日（水）祝日で市民センター休館のため作業は中止。阿品の中華料理店で話し合いのみ。　　

＊クリスマス献金（例年通り）・・・・止揚学園、清鈴園

ケアセンターへ各二万円。広島キリスト教社会館へ一万円

＊東日本大震災義援金・・・・・二万円
　　　　　＊　＊　＊　＊　＊　＊

二○一三年度役員（昨年と同じ）
地区長　内山豊子　副地区長　有馬禮子　書記　小田毬恵
会計　増田公代　会計監査　大内妙子

幹事　野村久子、野坂登喜子、小田佐代子、藤原サナエ
中司久美子、宍戸るり子、平山純栄

二○一三年度活動予定　
＊ボランテイア活動・・奇数月の第三水曜日、午前十時～午後三時、楽々園市民センター（公民館）にて。弁当持参。部分参加でも結構です。お気軽にどうぞ。
＊クリスマス会・・・十二月初旬　詳細未定　参加希望の方は会費納入の際、通信欄にその旨お書きください。（電話番号をお忘れなく）または十一月に入った頃、内山までお電話ください。（電〇八二九・三一・三七一二）



	（前頁より続く）「無農薬野菜を作り続けていましたが、最近、あまり無理はしません。平成一三年以来、毎月ユニセフ募金を続けています。利他行の精神で、日々過ごさせていただいています。」とのこと。
終始、穏やかな表情でお話くださった。
　　　　　　　　　　　　（文責　内山）　　　　　　　　　　　
会員の声・・・通信欄より

○地区だより楽しく拝読しております。役員のみなさまのご苦労に感謝しております。　　　　　（大竹市小方　橋村安子）
○地区だよりは益々充実した紙面になっていて、楽しく読ませていただいています。内山さんをはじめお世話して下さっている方々に感謝申し上げます。

　　　　　　　　　（宮島口東　水野　瞳）

○母校をより所として五十すぎて尚、同窓が集まれば心は娘時代にもどります。母校の御榮を祈ります。　（宮島　平山　純榮）

○いつもお世話様でございます。五月二二日に私共（多分高六回生）の喜寿の同期会があります。（註昨年）出席者もだいぶ減少とのことですが。　
（廿日市阿品　桑田澄子）
○いつもお世話になります。母を介護しながら講師の仕事の方も頑張っています。

　　　　　　　　（美鈴が丘西　木村敬子）



	2012年度会計報告　会計　増田公代
	○お世話さまになります。今年こそ佐伯地区での集まりがありましたら、お目にかかりたいと思っております。母校での思い出はクラブ活動でバレー部に入り、全国大会、国体に参加でき、東京では先輩にお世話になったことを今になっても思い出します。
　　　　　　　（五日市昭和台　野中芳子）

○いつもありがとうございます。佐伯地区だよりをゆっくりと手にとり読むことの少なかった私ですが、皆様の元気に活動されている様子、とても嬉しく読ませて頂いています。四人の息子達の子育て、同居している主人の両親の看護、介護。現在認知症の進んだ姑を世話しながら仕事も続けています。「はつかの桜」友達や主人と寄らせて頂きますネ。楽しみにしています。　　（佐伯区利松宗石恭子）


	○　収入の部

　＊前年度繰越金
　＊会費（振込）
　＊会費（現金）　
＊貯金利子その他
	345,399円

313,000円

16,000円
581円
	

	収　入　合　計
	674,980円
	

	○　支出の部

　＊地区だより発送費
　＊振込手数料、印字
　＊献金、寄付
　＊集会費他
	212,860円

34,840円

90,000円

5,260円
	

	
	
	○いつもお世話様になり有難うございます。八月六日原爆の日、長い六七年でした。いつまでも核のない平和な日が続きますよう祈るのみでございます。元気で過ごせる今を感謝しております。　　　　　　（楽々園　吉岡紘子）　　　　　　　　　　　　　　　　
編集後記　いつもご協力くださる野村さん、宮河さんそれに有馬さんに感謝いたします。今号では、私の家族がお世話になった感謝の意をこめて、また一人でも多くの人に知っていただきたいとの強い使命感を持って、「シュモーハウス」のアピールをさせていただきました。この一年、私達の歩みが豊かに守られますよう祈ります。（う）


	支　出　合　計
	342,960円
	

	次 年 度 繰 越 金
	332,020円
	

	尚、50万円の定期預金があります。
会計監査　大内妙子（4月30日実施）
○2013年度の同窓会費1,000円を同封の振込用紙にてお納めくださるようお願いいたします。
（できればＡＴＭ機にて）　
	


和歌　　　　　　宮河　利恵
　二年ほど前、母と二人で宮中の歌会始に、お歌をお送りしてみようということになり、清書して詠進歌ということでお送りしました。お招き（！）はなかったのですが、参加することに意義があると思いました。ちなみにお題は「岸」でした。ちょっとワクワクした楽しい出来事でした。またいいお題があればお歌をお送りしたいと思っています。ちなみに私達は宮島の対岸、廿日市市の阿品に住んでいてそこから発想した歌を作りました。
「いつくしま」

いつくしまにかぎろひの立つ時刻から
日の出を待ちぬ対岸歩く

いつくしまの対岸の窓に朝日差す
ティーカップ手に想いめぐらす（母作）　
　　　　　　　　　　　　　　（以上二首が出品作品）

雨上がり近くに見える宮島の

緑くっきり目にはまぶしく

EQ \* jc2 \* "Font:ＤＨＰ行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうよう),紅葉)の谷を歩きてひとひらの
もみじに出会う一日千秋
「シュモーハウス」について
　　　　　　　　　　　　　内山豊子

　熱心なクエーカー教徒であったフロイド・シュモー氏は米大学で森林学の講師を務めながら様々な奉仕活動を行っておられた。広島、長崎での原爆投下にひどく心を痛められ、原爆で家を失った人達に自ら家を建てる活動をするため米国内で献金を集め、数人の仲間と共に先ず広島に来られた（昭二四）。広島では皆実町、江波、牛田の三カ所に合計二十軒余りの家を、長崎に十一軒、続いて朝鮮戦争で家を失った人のために百軒ばかりの建物を寄贈したとのこと。広島の牛田にはゲストハウスとして広島女学院にも建物が提供されている。牧師であった私の父は市内の病院に入院中にシュモー氏と知り合い、疎開したまま帰る家が無かった私達のため江波に一軒の家が与えられることになった。そこで私達は暑い夏の最中、ボランテイアの日本人大学生達と共に自らハンマーを振うシュモー氏の姿を目の当たりにしている。私達三人姉妹はそのシュモー住宅から広島女学院へ通った。結局私の家族は昭和二五年から三三年間、シュモー住宅にお世話になった。現在、住宅は老朽化により取り壊され、唯一地域活動のために建てられた会館だけが残っていた。それも昨年新道路建設のため、撤去される運命にあったが、「シュモーさんのヒロシマの家を語り継ぐ会」の方達の努力のおかげで移転、保存されることになった。昨年二月に移転工事が行われ、十一月一日には資料館としてオープンした。そこでは海外から広島に寄せられたさまざまな支援活動が写真やパネルで紹介されている。その代表的なのは、シュモー氏の他、赤十字国際委員会のマルセル・ジュノー氏、精神養子運動で有名なノーマン・カズンズ氏、平和活動家のバーバラ・レイノルズ氏などの姿である。オープニングセレモニーに際しては、シュモーさんの息子さんやお孫さんなど総勢一八人が米国より出席された。その夜行われたレセプションで私と妹は、シュモーさんのご家族と親しく交わり、心からのお礼をのべることができた。国際間の恩讐を超えての交わり・・・そこにこそ真の世界平和実現の鍵があると思います。平和公園内の原爆資料館の分館として少し離れた江波の地にオープンしたシュモーハウスを皆さんもぜひ訪問してみてください。
（「シュモーさんのヒロシマの家」参照）
俳句　　　　　野村　久子

くべ足して焚火の機嫌そこなへり
　歓声のやうにも聞こえEQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),木)の芽風
　ひしめける受験の絵馬に照りEQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かげ),翳)り
　黄砂降る沖ゆく船をひた隠し

　片言にもの言ふEQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いんこ),鸚哥)EQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えん),園)うらら

　燈明のおよべるEQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひひな),雛)明りかな

　手のひらを返す体操木々芽吹く

　　手を入れてほのぼのEQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぬく),温)きEQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よもぎ),蓬)EQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かご),籠)　　

　　EQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かれ),枯)芭蕉EQ \* jc2 \* "Font:HG行書体" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),枯)れし姿をはばからず
　　鳥放ち鳥呼ぶ冬の泉かな
　　　　
先輩にインタビュー（六）
・・有馬禮子さん（専家二六）の巻・・・

生い立ち　一九三〇年（昭五）一月現在地（廿日市市峠）にて出生。現在八三才。弟二人と四人姉妹の二女。昭一七年（一二才）、地元の小学校を卒業後、横川にあった高等女学校（五年制）に入学。戦争が激しくなり、学徒動員で印刷会社の手伝いをしていた。八月六日の朝、下宿先の中広町の家を出たところで被爆、後頭部に強い衝撃を受けた憶えがある。山裾を歩いて峠の家までやっとたどりついた。二年後の三月、比治山下の兵舎を利用して卒業式が行われた。
広島女学院時代　昭二二年（一七才）四月に広島女学院専門学校に入学。朝五時に峠の家を出て広電宮内駅まで歩き、広島駅からまた徒歩で牛田の学校まで通った（片道約三時間）。後、古江に下宿。校舎はバラックで授業中ベニヤ板の壁を通して隣室の声が聞こえた。毎朝礼拝をしていた講堂の窓にはガラスが入っていなかった。家事科の熊田先生に学ぶ。時々、ララ物資の配給があり、しゃれた洋服や靴がもらえた。入学式に出席した母は「立派な先生方のおられる良い学校に入ってくれてありがとう」と涙を流して喜び、三年後（二十才）の卒業時には「上品な子になってくれた」と祝してくれた。新制大学誕生をひかえた節目の年だった。
卒業後　五年間、貴船原少女園に就職し、一日おきに二四時間勤務で入所している少女達の生活指導の他、あらゆる文化的なことの伝授に当った。やがて腎臓を悪くして入院、しばらく休養をとっていたが、二六才の時、東京の友人に誘われ上京。編み物教室で知り合ったお医者さんの奥さんの依頼でその病院で働くことになるが、最終的には大手企業の海外営業部に就職。五九才までひたすら働く日々を送る。毎朝神仏に手を合わせ、いつも女学院で学んだ「神と共に働く」精神を忘れることはなかった。また原爆の事をよく知らない東京の人達に方々の集会で、フィルムを見せながら被爆証言をしたり、核廃絶の署名運動や行進に度々参加して国会まで行き、被爆者の立場から、平和都市広島のアピールに努める。東京在住中に、日野原先生のボランティアの講座を受け修了証をいただく。その後両親（当時父九〇、母八二）から再三、「帰ってくるよう」との手紙があり、五九才（平成一六）で帰郷。母を九二才、父を一〇二才で看取る。

現在は犬、猫と共に暮らし、果樹四十本余りを植え、実と花を楽しんでいる。（次頁　へ）
　　広島女学院同窓会佐伯地区だより





 二〇一三年度聖句


　神は真実な方です。あなたがたを耐えられないような試練に遭わせることはなさらず、試練と共に、それに耐えられるよう、逃れる道をも備えていてくださいます。


　　　コリントの信徒への手紙（一）十章十三節（改）
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